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適期的電界の場合を含めて ､ 計算は T.Kihara,Elec七ricalCone_uc-
1豆viもyofaPlasmairl だIdeal"Turbulence,プラズマ研 IPPJ-36
乱 れ の _fl 函 数(前号掲或分の再録 )
巽 友 正 ,池 田 紀 人 (京大理)
.5'ま 乱れのfi函数















































とな D､ L7年0である限 jh H函数は時間とともに単調に増加する､すなわち
流体における乱れの不規則さは時間 とともに浅少するとい う結論に導 (｡ここ
で断っておかねばならないのは､この結論はいわゆるエ=/トロピ_一増大 (H函
数滅少)の原理と矛盾するものではないとい うことであるo乱れた状態にある





































よびプラズマにおける場の不安定性 ､ 乱れの発生 とh う問題と､乱れの不規則
さとの問に､一見想定され琴ちな関係が実は存在 しないと}vlうことを意味 して
いる｡ 一言にしていえば､乱れは場の複雑さ (compユexiもy)を増 しはするが
不規則さ (randomness)は増さないのである.
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